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＜論文の内容の要旨＞ 
１ 本論文の概要 
本論文は、初等プログラミング教育での多種類の動機と学習方略からなる内的要因に着目し、
コース開始前に多様な学習者を少数の指導者で指導できるコース案を設計する手法と、コ
ース途中で学生と教員に負担ない形成的評価により各学習者の内的要因を推定する手法を
提案している。本論文は第 1 章で現状の教育コースの問題点を述べ、第 2 章で学習コンテ
キストより学習者の動機と学習方略の要因を抽出する方法、e-Learning サイトから学習行
動を収集する方法を論じている。第 3 章でコース案の設計法を提案し、第 4 章で内的要因
と学習行動の関連付けを論じたうえで，第 5 章で内的要因の推定手法を提案している。提
案手法は、同一教育機関の学習者は同じコース設定に対し似たコンテキストと行動をとる
と仮定し、過去の学習コンテキストと学習行動を活用する。 
コース案の事前決定手法は、学習コンテキストの分析で判明した過去の学生の動機と学習
方略を少数のクラスタに分類し、各クラスタを代表するペルソナを設ける。前向きなペル
ソナの学習方略のうち、その学習行動で成功が検証されたものを規律とし、これにすべて
の学習者が従うようにコースを設定する。内的要因の形成的評価手法は、受講中の各学習
者の各行動要因を記録した行列を、各学習者の内的要因を示した行列と、各内的要因から
各行動要因への影響を示した行列の積に、非負値行列分解を使って近似的に分解する。過
去の学生の学習コンテキストと学習行動の記録より近似での初期値が決定されるので、当
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該手法は内的要因から各学習者の能動性を精度高く推定できる。 
結果として、提案手法は、多様な学習者を、その動機と学習方略を利用して学習に励ま
せる。正確な予測により、指導者は能動性に劣る学習者に、その労力を集中できる。 
 
＜論文審査の結果の要旨＞ 
本研究は過去の学習者の学習記録の分析により現在の学生に利得をもたらす。過去の学習
者のコンテキストを分析して抽出したペルソナのうち、能動的な学習者のペルソナがとる
学習方略を調べ、その学習方略に則るように多様な学習者を導くことによって学習を促進
する。さらに、学習者の各行動要因を記録した行列を分解して得た各学習者の内的要因の
強さから、学習者を能動的、受動的の二者に分類できることを本研究は示している。本研
究は、過去の学習記録を用いるので、コース設定の変更により適用範囲が限定される欠点
をもつ。 
本論文は以下の点で評価される。第 1 点は学習への動機と方略を多次元ベクトルで定量的
に評価する独創性をもつこと、第 2 点は既存研究のような定性的分析でなく学習記録の定
量的分析により、コース設計と内的要因を教員と学習者に負担をかけずに推定し、先行研
究との相違を示したこと、第 3 点は実授業に適用し良好な結果を得たことである。特に第 3
点は意味深い。課題の難化につれ平均点が下がる受講生 400 人以上のコースを本コース設
計法で再設計し、2 年にわたり全成績層の平均点がコース終了まで高く維持されたので、手
法は適切であり成果は妥当と言える。米国ミシガン大学が提案した基準 MSLQ に照らした
受講生 48 人の動機と学習方略の分析には数日かかるが、内的要因の形成的評価手法は、こ
れを数秒で数値的に算出した。前者の分析によるコース終了時の能動的学生を、後者はコ
ース途中で 70％以上の精度で予測した。これは、コース中に指導者が能動性に劣る学習者
に労力を集中できることを示す。以上により、本手法の学術的意義、独創性、先行研究と
の相違が示された。本手法ではコース設定の違いにより能動的学生の予測精度が落ちる。
しかし本論文は、試験時期のみが異なる 2 コースでの実験で、その違いの影響を理論的に
説明し、分析の論理性・実証性を示した。 
本論文の審査に関して、2017 年 2 月 7日（火）10 時 00 分～11 時 30 分クリエーションコ
ア 601 号室において公聴会を開催し、学位申請者による論文要旨の説明の後、審査委員は
学位申請者 DINH THI DONG PHUONG に対する口頭試問を行った。各審査委員および公聴会参
加者より、動機と学習方略の分析における基準の正当性、コース期間中に受講生の動機と
学習方略が変化した場合への対応可能性、初等プログラミング教育以外のコースへの適用
可能性などについての質問がなされたが、いずれの質問に対しても学位申請者の回答は適
切なものであった。よって、以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を踏まえ、本論文
は博士の学位に値する論文であると判断した。 
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＜試験または学力確認の結果の要旨＞ 
本学学位規程第２３条および２４条に基づき、学位申請者に対して学力確認のために専門
科目（データベース設計、コンピュータ・ヒューマン・インタラクション、データマイニ
ング）および外国語（英語）の試験を行った。試験結果を主査、副査で検討した結果、本
学大学院博士課程後期課程修了者と同等以上の学力を有することが確認された。 
以上により総合的に判断して、本学学位規定第１８条第２項により、博士（工学 立命
館大学）の学位を授与することが適当と判断した。 
